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望まれる和牛生産地帯の牧野改良 

―放牧の実態調査から― 
和 牛 試 験 場 

 

はじめに 

 所得倍増論をめぐって、和牛の経済性がとやかく

とりざたされている昨今、改良牧野での適切な放牧

管理は和牛の体質を強健にし、性質を温順にすると

ともに、労力および経費を節減できるなど、経済性

を高める上に大いに役立つことは自明の理である。 

 ところで、岡山県北部の和牛生産地帯では、古く

から毎年５月下旬から 11月（８月の盛夏期は約１ヵ

月収牧し、前後をそれぞれ春山および秋山という）

にかけて放牧する慣例があるが、牧野環境の不備、

ダニの被害などにより、比較的過放牧となって放牧

牛の発育ないし生理的諸条件を悪くするマイナスの

因子を伴う場合がかなり多いように見受けられ牧野

の改良、放牧方法の改善が必要と思われる。 

 そこで昭和 35 年５月から 11 月にかけて、新見市

千屋花見地区（成雌牛 19頭およびこうし５頭、およ

び真庭郡庄村野土路地区雌牛 21 頭およびこうし８

頭）の２ヵ所を選んで、放牧牛の栄養、成長、ダニ

の被害、小型ピロプラズマの感染状況および赤血球

数について現状を調査したので、その結果の概要を

述べて参考としたい。 

栄養状態の変化 

 満肉のものを 100 とし、甚しく

やせているものを 50 として栄養

状態を数値で表わしてみると、表

１のようで、一般に両地区とも比

較的草生の良好な春山に栄養向上

し、草生不良となる秋山に低下傾

向が見られた。ただし草生状態の

極めて不良と認められた花見地区

のこうしについては、春山収牧時

すでに栄養不良が認められた。 

体高の発育 

 発育盛りのこうしについて、体

高の発育状態を同月令の標準発育

と対比すれば、野土路では、春山

ではほぼ標準の発育をし、秋山（厳密

には盛夏期収放時を含む）では発育が

おさえられる傾向を示し、また生後１

～６ヵ月令の哺乳中のものはよく発

育し、離乳後のこうしの発育がよくな

かった。花見では、春秋を通じて標準

発育を下廻るものが多く、明かに発育

不良の状態におかれていた。 
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体重の変化 

 （１） 成牛について野土路では

草質よい春山に増体がよく、草生不

良の秋山に減重の傾向を認めた 

が、花見では、草生状態のよくない

秋山においてもよく増体する傾向

を示した。これはこの地区の放牧牛

が粗放な放牧に耐える能力が高い

ためと、もともと栄養状態がよくな

かったためとの、両面から解釈すべ

きではなかろうか。 

 （２） こうしについて野土路で

は生後１～６ヵ月の哺乳中のこう

しは春山によく増体し、秋山になる

と発育低下の傾向があるが、11～16

ヵ月令になると草生不良な秋山に

もある程度の増体が認められた。花見地区では、一

般にダニの被害が多い春山よりも、秋山に比較的よ

く発育したが、全般に標準発育を大きく下廻ってい

た。 

ダニの寄生状況 

 ダニの寄生状況についてみれば、６月頃大型のダ

ニが多く、９月下旬から 10 月にかけて小型のダニが

発生した。 

 調査方法として、ダニが好んで寄

生する、耳殻内（右）、眼瞼下（右）

および会陰部の３ヵ所について、径

４センチの円内に寄生するダニの

数を数えた。寄生率の変化は表５の

とおりであった。放牧期間中３パー

セントγ・Ｒ・Ｈ・Ｃ粉剤を約７～

15 日毎に牛体の散布したところ、

秋山収牧時には殆んど寄生をみな

かった。 

小型ピロプラズマ感染状態 

 成牛については、両地区とも全期

間を通じて 20～40 パーセントの感

染率であったが、牛の健康上さほど

大きな被害があるようには認めら

れなかった。 

 一方こうしは、春山収牧時既に半
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数以上（花見のうち１頭は発症）が感染し、発病し

ないまでも軽度の慢性症状を呈する傾向にあって、

ピロプラズマの被害は相当大きいものと認められた。 

赤血球の数の変化 

 牛の赤血球数は 500～800 万／㎣とされているが、

成牛について 500／㎣以下のものがかなりみられ（第

１回調査で両地区とも 47％。第２回調査で野土路

28％および花見 73％、第３回調査で野土路 33％およ

び花見 47％が 500 万／㎣、特に花見地区においては、

６～７月の放牧で赤血球数が急減し、秋期に向って

復元する傾向のように見受けられた。 

 こうしは、春山放牧に赤血球数の減少が顕著であ

り、ピロプラズマの悪影響が相当大きいように見う

けられた。 

 

む す び 

 これを要する、牧野改良の行なわれていない、相

当荒廃した牧野に長期間昼夜放牧し、濃厚飼料など

殆んど無給与の状態で飼育するという極めて粗放な

放牧の仕方では、和牛の発育栄養はおさえられて、

到底満足な生産を挙げることはできないので、先ず、

放牧の基盤として、草生改良をした上で過放牧にな

らないように夜間または昼間だけ放牧するとか、共

同管理所を設けて、牛の憩いの場所をつくるなどし

て、放牧の仕方を早急に改善する必要があると思わ

れる。 


